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１．はじめに

　企業経営における知的財産（以下、知財）の重

要性が高まっており、2021年のコーポレートガ

バナンス・コード（以下、CGC）改訂により、

知財への投資の監督およびその開示が強化され
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６．おわりに
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　本稿では、知財制度および知財情報の基礎的な知見を提供しつつ、関連する先行研究を基に知財情報を活用し
た投資判断の可能性を検討し、併せて東証のいわゆる中型株について行った知財情報と各種財務データとの関連
について報告する。

知財情報を活用した投資判断の可能性
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